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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本研究では地球の最上部マントルの主要構成物質であるカンラン岩の物性における
化学効果を調べるために、天然由来原料を利用して（特に化学組成において）平均
的な天然岩石をよく模擬し室内実験に適した人工カンラン岩試料合成法の開発を行っ
た。

実験
Experimental

本研究では湿式ジェットミル（Star Burst System, Sugino Machine Co., Ltd.）を用
いて、カンラン岩体から採取した天然の泥試料の微細化加工を行った。微細化加工
後は水簸法により平均粒径0.3μmに調粒した鉱物微粒粉を圧粉し成形体を作成し
た。作成した成形体は放電プラズマ焼結装置（Labox-110N, SinterLand）を用いて
焼結した。試料の化学組成は蛍光X線分析 （XRF： PW2400、Phillips）と電子プ
ローブマイクロアナライザー（EPMA：SPM-9700HT、SHIMADZU)で、合成した
カンラン岩試料の微細構造は走査電子顕微鏡（FE-SEM：JSM-7800F, JEOL)と透過
電子顕微鏡（TEM： JEM-2010F、JEOL）を用いて観察した。

結果と考察
Results and Discussion

微細加工及び加圧焼結時に導入される転位を酸化デコレーション法で評価した。ア
ニールの温度・時間・雰囲気条件の最適化を行う事で、細粒（平均粒径0.48 μm）
かつ緻密（空孔率0.27 vol.%）な人工カンラン岩の合成に成功した。
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